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【
論
集
】

近
世
期
に
お
け
る
諸
藩
の
放
鷹
文
化

―
尾
張
藩
の
鷹
匠
・
林
氏
と
当
家
伝
来
の
鷹
書
の
紹
介
―

二
本
松
泰
子

は
じ
め
に

　
中
世
か
ら
近
世
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
鷹
狩
り
は
も
っ
ぱ
ら
武
士
た
ち
が
実
施

し
た
。
具
体
的
に
は
、
武
家
の
大
身
領
主
に
仕
え
る
鷹
匠
た
ち
に
よ
っ
て
鷹
術
の

実
技
が
営
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
主
催
し
た
の
は
大
名
家
な
ど
の
支
配
者
で
あ
る

が
、
実
行
し
た
の
は
彼
等
に
仕
え
た
“
鷹
匠
”
た
ち
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
史
で

は
、
鷹
狩
り
の
実
態
や
そ
の
文
化
史
的
意
義
に
つ
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
よ
う
な

主
催
者
側
（
支
配
者
側
）
に
主
眼
を
置
い
た
考
察
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
れ
は
、
あ
る
い
は
古
代
王
朝
期
に
お
け
る
天
皇
の
鷹
狩
り
で
あ
れ
ば
、
王
権
に

裏
付
け
ら
れ
た
支
配
者
の
た
め
の
示
威
行
為
と
し
て
一
元
的
に
解
釈
す
る
こ
と
も

可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
中
世
以
降
の
武
家
の
鷹
狩
り
に
つ
い
て
は
、
多
種
多
様

な
文
化
事
象
を
伴
い
な
が
ら
複
雑
に
展
開
し
た
た
め
（
注
１
）、
そ
れ
が
有
す
る

文
化
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
複
層
的
な
解
釈
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
武
家
の
鷹
狩
り
を
め
ぐ
る
多
彩
な
文
化
事
象
の
中
で
、
稿
者
が

注
目
す
る
の
は
、「
鷹
書
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
群
の
存
在
で
あ
る
。
鷹
書
と
は
、

鷹
狩
り
に
関
す
る
実
技
的
な
知
識
の
み
な
ら
ず
、
鷹
の
縁
起
や
物
語
を
記
載
し
た

伝
書
の
こ
と
で
、
た
と
え
ば
、
中
世
末
期
以
降
に
お
い
て
は
、
鷹
術
流
派
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る
た
め
に
流
派
所
縁
の
テ
キ
ス
ト
が
多
数
制
作
さ
れ
た

（
注
２
）。こ
う
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
と
関
わ
る
鷹
術
流
派
が
隆
盛
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
鷹
狩
り
の
礼
法
的
な
価
値
が
高
ま
り
、
や
が
て
当
時
の
成
熟
し
た
武
家
文
化

の
一
角
を
担
う
文
化
事
象
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
他
に
も
、
特

定
の
鷹
術
流
派
と
は
無
関
係
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
鷹
匠
た
ち
が
そ
れ
ら
を
制

作
す
る
こ
と
で
文
事
的
営
為
を
創
出
す
る
要
因
と
な
っ
た
事
例
も
確
認
で
き
る

（
注
３
）。
こ
う
い
っ
た
現
象
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
鷹
書
は
、
中
近
世
期
に
お

い
て
放
鷹
を
介
す
る
武
家
文
化
の
発
展
を
支
え
た
書
物
群
で
あ
っ
た
。
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稿
者
は
こ
れ
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
鷹
書
に
注
目
す
る
立
場
か
ら
、
主
に
中
世
末

期
以
降
の
鷹
匠
に
伝
来
し
た
鷹
書
群
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
分
析
す

る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
と
関
連
す
る
武
家
の
放
鷹
文
化
の
実
態
に
関
す
る
検
証
を
進

め
て
き
た
。
本
稿
も
ま
た
同
様
に
、
今
回
新
た
に
確
認
さ
れ
た
尾
張
藩
の
鷹
匠
伝

来
の
鷹
書
と
鷹
匠
文
書
（
い
ず
れ
も
架
蔵
本
）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
具
体
的

に
は
、
尾
張
藩
士
の
林
氏
に
伝
来
し
た
テ
キ
ス
ト
群
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
そ
れ

ら
の
全
容
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
近
世
期
に
お
け
る
武
家
の
鷹
狩
り
の

実
像
に
つ
い
て
、
文
化
史
的
な
視
座
か
ら
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
情
報
を
提

示
し
た
い
。

一
　
林
氏
と
当
家
伝
来
の
鷹
書
に
つ
い
て

　
今
回
、
取
り
上
げ
る
鷹
書
と
鷹
匠
文
書
を
伝
来
し
た
林
氏
は
、
代
々
尾
張
藩
の

鷹
匠
を
勤
め
た
一
族
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
江
戸
時
代
後
期
に
尾
張
藩
が
作
成
し

た
藩
士
の
系
譜
集
『
藩
士
名
寄
』
に
も
、
林
氏
の
一
族
で
、
鷹
匠
と
な
っ
た
人
物

の
名
前
が
多
数
散
見
す
る
（
後
述
）。

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
当
家
伝
来
の
文
書
群
に
含
ま
れ
る
鷹
匠
文
書
に
見
え
る
情

報
か
ら
、
当
家
の
鷹
匠
を
勤
め
た
人
物
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
当
該
テ
キ
ス
ト
の

書
誌
を
以
下
に
記
す
。

（
ア�

）『
當
家
代
々
勤
書
』（
外
題
）。
縦
19.5
㌢
×
横
13.9
㌢
。
本
文
共
紙
表
紙
。
紙

縒
り
綴
じ
。
表
紙
中
央
や
や
右
上
に
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
蔵
書
印
。
表
紙
中
央

に
ウ
チ
ツ
ケ
書
き
で
「
當
家
代
々
勤
書
　
前
ノ
川
　
林
（
２
㌢
四
方
の
正
方

印
「
林
」）」。
全
三
丁
。
裏
表
紙
見
返
し
に
も
本
文
有
。
半
葉
六
行
～
十
四
行
。

漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
。
朱
筆
の
書
入
れ
あ
り
。
寛
永
年
間
～
文
政
年
間

の
当
主
の
系
譜
お
よ
び
鷹
匠
と
し
て
の
履
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
同
書
に
よ
る
と
、
寛
永
年
間
以
降
に
お
け
る
代
々
の
当
主
六
人
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
系
譜
と
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
、
各
人
物
の
注
記
に

見
え
る
主
要
な
情
報
を
箇
条
書
き
で
示
す
（
原
文
を
引
用
し
た
部
分
に
お
い

て
、
虫
食
い
な
ど
で
判
別
で
き
な
い
文
字
に
つ
い
て
は
□
で
示
し
た
。
以
下

同
じ
）。

①
　
林
儀
兵
衛
　
藤
原
定
秋

・�「
林
駿
河
守
通
村
（
未
詳
）」
の
末
裔
で
、「
林
孫
七
郎
（
未
詳
）」
か
ら
四
代

の
孫
。

・�

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
「
源
敬
樣
（
尾
張
藩
初
代
藩
主
・
徳
川
義
直
）」

に
召
出
さ
れ
て
「
同
心
御
鷹
匠
」
を
勤
め
、「
御
切
米
拾
貮
石
扶
持
三
人
分
」

を
下
さ
れ
た
。

・�「
瑞
龍
院
様
（
尾
張
藩
第
二
代
藩
主
・
徳
川
光
友
）」
の
時
代
の
元
禄
十
二
年

（
一
六
九
九
）
九
月
十
日
に
病
死
。

・�

尾
張
藩
に
総
じ
て
「
年
數
五
拾
八
年
」
仕
え
、
享
年
「
七
十
九
才
」
で
あ
っ

た
。

②
　
林
与
右
衛
門
　
藤
原
展ノ

ブ

清キ
ヨ

・�「
儀
兵
衛
二
男
」。

・�「
延
寶
五
年
（
一
六
七
七
）」
正
月
、「
瑞
龍
院
樣
」
の
時
代
に
「
御
鷹
匠
」

を
勤
め
た
。

・�「
圓
覚
院
様
（
尾
張
藩
第
四
代
藩
主
・
徳
川
吉
通
）」
の
時
代
の
「
元
禄
十
四

年
（
一
七
〇
一
）」
十
一
月
十
一
日
に
病
死
。
享
年
「
四
十
二
才
」。

・�「
延
寶
五
年
」
正
月
に
「
同
心
御
鷹
匠
」
を
勤
め
、「
御
切
米
八
石
御
扶
持
貮
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人
分
」
下
さ
れ
た
。
そ
の
の
ち
、「
御
加
増
御
加
扶
持
」
に
よ
っ
て
「
拾
壱

石
五
斗
三
人
扶
持
」
を
下
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

・�「
瑞
龍
院
様
」
に
鷹
を
以
て
仕
え
た
。

・�「
泰
心
院
様
（
尾
張
藩
第
三
代
藩
主
・
徳
川
綱
誠
）」
に
鷹
を
以
て
仕
え
た
。

総
じ
て
勤
務
年
数
は
「
貮
拾
五
年
」
で
あ
る
。

③
　
林
源
蔵
　
藤
原
充ミ

ツ

莫ヒ
デ

・�「
与
右
衛
門
二
男
」。

・�「
源
戴
様
（
尾
張
藩
第
八
代
藩
主
・
徳
川
宗
勝
）」
の
時
代
の
「
延
享
三
年
（
一

七
四
六
）」
正
月
に
鷹
に
関
す
る
跡
を
継
ぎ
、「
同
四
年
（
一
七
四
七
）」
十

月
に
鷹
を
遣
っ
て
報
酬
を
得
た
。

・�「
寶
暦
五
年（
一
七
五
五
）」正
月
、「
同
心
御
鷹
匠
」に
召
出
さ
れ
て
勤
め
、「
御

切
米
拾
石
御
扶
持
三
人
」
を
下
さ
れ
た
。

・�「
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）」
の
「
二
月
廿
六
日
」
に
「
前
之
川
」
に
て
屋
敷

に
居
す
。

・�「
源
明
様
（
尾
張
藩
第
九
代
藩
主
・
徳
川
宗
睦
）」
の
時
代
の
「
明
和
八
年
（
一

七
七
一
）」
十
月
三
日
に
病
死
。

・�

勤
続
年
数
「
拾
七
年
」、
享
年
「
六
十
七
才
」。

④
　
林
源
兵
衛
　
藤
原
光ミ

ツ

林シ
ゲ

・�「
源
蔵
惣
領
」。

・�

初
め
は
「
源
之
丞
」
と
称
し
た
。

・�「
源
明
様
」
の
時
代
の
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
八
月
に
鷹
に
関
す
る
跡

を
継
ぎ
、「
同
八
年
」
の
「
十
二
月
廿
九
日
」
に
父
祖
の
「
同
心
御
鷹
匠
見
習
」

に
召
出
さ
れ
、「
御
扶
持
方
三
人
分
」
を
下
さ
れ
た
。

・�「
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）」
の
「
十
二
月
十
六
日
」
に
「
同
心
御
鷹
匠
」
関

連
の
役
職
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、「
御
切
米
八
石
御
扶
持
貮
人
分
」
を
下
さ
れ
た
。

・�「
安
永
八
年
（
一
七
七
九
年
）」
の
「
正
月
十
三
日
」
に
「
同
心
御
鷹
匠
本
役
」

を
仰
せ
付
け
ら
れ
、「
御
加
増
米
貮
石
御
加
扶
持
壱
人
分
」
を
下
さ
れ
、「
都

合
御
切
米
拾
石
御
扶
持
三
人
分
」
と
な
っ
た
。

・�「
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）」
の
「
三
月
廿
五
日
」
に
鷹
匠
関
連
の
役
職
を
仰

せ
付
け
ら
れ
、「
同
六
年
（
一
七
九
四
）」
の
「
四
月
十
五
日
」
に
「
鳥
目
百

疋
」
を
献
上
し
て
お
目
見
え
仕
り
、「
同
廿
四
日
」
に
「
御
鷹
匠
」
を
仰
せ

付
け
ら
れ
「
御
加
増
米
三
石
御
加
扶
持
壱
人
分
」
を
下
さ
れ
た
。
都
合
「
御

切
米
拾
三
石
御
扶
持
四
人
分
」
に
な
っ
た
。

・�「
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）」
の
「
二
月
十
八
日
」
に
御
例
の
「
御
鷹
匠
」
に

仰
せ
付
け
ら
れ
、「
同
十
一
年
」
の
「
四
月
十
五
日
」
に
「
御
切
米
御
扶
持
方
」

と
も
に
俵
数
と
な
り
、「
五
拾
八
俵
高
」
を
下
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
三
拾

俵
は
世
録
に
な
っ
た
。

・�「
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）」
七
月
の
時
に
、「
御
紋
附
衣
服
之
儀
上
下
」
の

着
用
に
つ
い
て
仰
せ
が
あ
っ
た
。

・�「
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）」
の
「
正
月
十
一
日
」
に
「
六
拾
四
俵
高
」
を
下

さ
れ
た
。

・�「
同
年
七
月
九
日
」
に
「
御
鷹
匠
」
の
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

・�「
當
御
代
（
尾
張
藩
第
十
代
藩
主
・
徳
川
斉
朝
）
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

二
月
十
八
日
」
病
死
。
享
年
六
十
六
才
。

⑤
　
林
源
三
郎
　
藤
原
光
正

・�「
源
兵
衛
養
子
」。
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・�
初
め
は
「
乙
三
郎
」
と
称
し
た
。

・�
実
は
「
□
御
□
大
墅
㐂
助
」
の
三
男
。

・�「
當
御
代
（
徳
川
斉
朝
）
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）」
の
三
月
十
一
日
、
婿
養

子
と
な
っ
て
（
当
家
の
）
跡
を
継
い
だ
。
こ
の
時
十
二
歳
。

・�「
同
二
年
（
一
八
〇
二
）」
の
「
三
月
廿
一
日
」
に
鷹
に
関
す
る
跡
を
継
ぎ
、「
同

五
月
十
九
日
」
に
初
め
て
お
目
見
え
し
た
。

・�「
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）」
の
「
三
月
十
四
日
」
に
「
御
鷹
匠
見
習
」
と
し

て
召
出
さ
れ
、「
御
切
米
三
拾
俵
」
を
下
さ
れ
、
さ
ら
に
「
四
拾
四
俵
」
と
な
っ

た
・�「
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）」
の
「
十
二
月
廿
一
日
」
に
「
御
鷹
匠
」
を
仰
せ

付
け
ら
れ
、「
同
年
十
二
月
廿
六
日
」
に
「
五
拾
八
俵
」
と
な
っ
た
。

・�「
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）」
の
「
七
月
十
一
日
」
に
「
亡
父
源
兵
衛
」
の
跡

を
つ
い
で
切
米
を
相
違
な
く
下
さ
れ
、「
五
拾
八
俵
」
下
さ
れ
た
。

・�「
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）」
の
「
六
月
廿
四
日
」、
御
例
の
「
御
鷹
匠
」
を

仰
せ
付
け
ら
れ
た
。

⑥
　
林
松
四
郎
　
藤
原
光
久

・�「
源
三
郎
養
子
」。

・�

実
は
「
源
兵
衛
二
男
」。

・�「
當
御
代
（
徳
川
斉
朝
）
文
政
二
年
」
の
八
月
初
日
に
御
目
見
え
し
、「
文
政

三
年
（
一
八
二
〇
）」
の
二
月
に
養
子
に
な
っ
た
。

・�「
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）」
の
「
九
月
廿
五
日
」
に
「
御
鷹
匠
」
と
し
て
召

出
さ
れ
、「
御
切
米
三
拾
俵
」
を
下
さ
れ
、
さ
ら
に
「
四
拾
四
俵
」
を
下
さ

れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
に
触
れ
た
『
藩
士
名
寄
』（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
、
請
求

番
号
一
四
一
ノ
一
）
に
も
、
右
の
④
「
林
源
兵
衛
（
源
之
丞
）」
の
名
前
が
見
え
、

右
掲
書
の
注
記
と
同
様
に
明
和
八
年
十
二
月
二
十
九
日
に
同
心
鷹
匠
見
習
い
に

な
っ
た
由
な
ど
の
履
歴
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
藩
士
名
寄
』
に

右
掲
の
⑤
「
林
源
三
郎
（
林
乙
三
郎
）」
の
名
前
が
見
え
、
や
は
り
右
掲
書
の
注

記
と
同
様
に
文
化
八
年
三
月
十
四
日
に
御
鷹
匠
見
習
い
に
な
っ
た
由
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
『
藩
士
名
寄
』
に
右
掲
の
⑥
「
林
松
四
郎
」
の
名

前
が
見
え
、
右
掲
書
の
注
記
と
同
様
に
文
政
六
年
九
月
二
十
五
日
に
御
鷹
匠
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
右
掲
の
『
當
家
代
々
勤

書
』
に
は
、
尾
張
藩
の
公
式
記
録
と
一
致
す
る
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
該
文
書
に
見
え
る
林
氏
当
主
の
履
歴
は
、
史
実
と
重
な
る
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
次
に
、
こ
の
よ
う
な
当
家
に
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
鷹
書
お
よ
び
鷹
匠
文
書
の
書

誌
一
覧
を
以
下
の
（
イ
）
～
（
ソ
）
に
掲
出
す
る
。

（
イ�

）『
林
氏
家
傳
　
附
録
』（
外
題
）。「
越ヲ

智チ

ノ
姓セ
ウ

林
氏
家
傳
」（
巻
首
題
）。
縦

21.8
㌢
×
横
13.8
㌢
。
本
文
共
紙
表
紙
。
紙
縒
り
綴
じ
。
表
紙
左
側
に
ウ
チ
ツ
ケ

書
き
で
「
林
氏
家
傳
　
附
録
」。
全
八
丁
。
朱
筆
の
書
入
れ
あ
り
。
漢
字
カ
タ

カ
ナ
交
じ
り
文
。
裏
表
紙
見
返
し
に
「
林
光
林
／
所
持
」。
孝
霊
天
皇
の
第

三
御
子
と
さ
れ
る
越
智
皇
子
を
氏
祖
と
し
て
、
寛
永
年
間
の
当
主
で
あ
っ
た

「
定
秋
（
林
儀
兵
衛
）」
ま
で
の
当
家
の
系
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
ウ�
）『
世
録
記
　
全
』（
外
題
）。
刷
毛
目
表
紙
。
縦
19.9
㌢
×
横
12.6
㌢
。
四
ツ
目

綴
じ
。
袋
綴
じ
。
表
紙
左
肩
に
「
世
録
記
　
全
」
の
貼
題
簽
（
縦
11.5
㌢
×
横

3.0
㌢
）。全
二
十
丁
。一
丁
表
末
尾
に「
林
光
林（
２
㌢
四
方
の
正
方
印「
林
」）」。
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裏
表
紙
見
返
し
に
も
朱
筆
で
本
文
有
。
半
葉
八
行
前
後
。
漢
字
ひ
ら
が
な
交

じ
り
文
。
朱
筆
の
書
入
れ
あ
り
。
寛
政
十
二
年
四
月
か
ら
文
久
二
年
十
一
月

ま
で
の
当
家
に
関
す
る
記
録
。

（
エ�

）『
永
代
　
屋
敷
作
事
帳
　
并
道
具
出
来
留
』（
外
題
）。
縦
24.6
㌢
×
横
17.2
㌢
。

本
文
共
紙
表
紙
。
紙
縒
り
綴
じ
。
表
紙
に
ウ
チ
ツ
ケ
書
き
で
「
天
明
元
丑
年

ヨ
リ
／
永
代
／
屋
敷
作
事
帳
／
并
道
具
出
来
留
／
前
之
川
／
林
」。
表
紙
中

央
下
に
２
㌢
四
方
の
正
方
印
「
林
」。
全
二
十
四
丁
。
一
丁
表
右
下
に
２
㌢

四
方
の
正
方
印
「
林
」。
表
紙
見
返
し
に
も
本
文
有
。
半
葉
十
四
行
～
十
七
行
。

漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
。
朱
筆
の
書
入
れ
あ
り
。
天
明
年
間
～
慶
應
年
間

の
当
家
の
屋
敷
等
に
関
わ
る
記
録
。

（
オ�

）『
御
系
譜
附
合
戰
名
數
』（
外
題
）。
縦
24.5
㌢
×
横
17.3
㌢
。
本
文
共
紙
表
紙
。

紙
縒
り
綴
じ
。
表
紙
中
央
に
ウ
チ
ツ
ケ
書
き
で
「
御
系
譜
／
附
／
合
戰
名
數
」。

表
紙
右
下
に
２
㌢
四
方
の
正
方
印
「
林
」。
全
八
丁
。
一
丁
表
～
二
丁
裏
「
三

河
後
風
土
記
抜
畫
序
」（
半
葉
十
行
、
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
）、
三
丁
表

～
四
丁
裏
「
得
川
世
良
田
中
興
御
系
譜
」（
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
）、
五

丁
表
～
八
丁
表
「
家
康
公
御
一
代
大
合
戰
」（
半
葉
十
行
前
後
、
漢
字
カ
タ

カ
ナ
交
じ
り
文
）。
裏
表
紙
見
返
し
に
「
右
／
和
漢
武
家
名
數
抜
書
／
文
化

十
二
年
亥
十
一
月
日
　
林
光
林
」。
朱
筆
の
書
入
れ
あ
り
。
徳
川
家
康
に
ま

つ
わ
る
書
物
の
抜
き
書
き
集
。

（
カ�

）『
羣
書
類
從
　
三
百
五
十
六
』（
外
題
）。
香
色
布
目
型
押
し
表
紙
。
縦
26.5

㌢
×
横
18.2
㌢
。
四
ツ
目
綴
じ
。
袋
綴
じ
。
表
紙
左
肩
に
「
羣
書
類
從
　
三
百

五
十
六
」
の
貼
題
簽
（
縦
17.8
㌢
×
横
3.3
㌢
）。
全
五
十
二
丁
。
一
丁
表
右
上

に
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
蔵
書
印
、
左
下
に
縦
2.3
㌢
×
横
2.0
㌢
の
長
方
印
「
光
林
」、

中
央
に
朱
筆
で
「
新
修
鷹
経
上
中
下
／
嵯
峨
野
物
語
／
白
鷹
記
／
養
鷹
記
」。

裏
表
紙
見
返
し
に
「
江
部
塙

ハ
ナ
ワ

檢
校
／
群
書
類
從
五
百
三
十
巻
／
一
千
七
百

余
部
を
集
ム
よ
し
／
鷹
ニ
毛
爪
ヲ
書
タ
ル
ハ
檢
校
深
キ
心
ノ
／
有
テ
ノ
意
ト
云

云
／
文
化
九
年
申
冬
此
一
巻
ヲ
求
光
林
（
２
㌢
四
方
の
正
方
印
「
林
」）」
の

書
入
れ
あ
り
。
本
文
は
『
群
書
類
従
　
巻
第
三
百
五
十
六
』
の
版
本
。

（
キ�

）『
新
修
鷹
經
　
智
』（
外
題
）。「
新
修
鷹
經
　
上
中
下
」（
内
題
）。
香
色
表

紙
。
縦
28.0
㌢
×
横
20.0
㌢
。
五
ツ
目
綴
じ
。
袋
綴
じ
。
表
紙
左
肩
に
「
新
修
鷹

經
　
智
」
の
貼
題
簽
（
縦
18.8
㌢
×
横
3.8
㌢
）。
全
三
十
一
丁
。
表
紙
見
返
し

に
２
㌢
四
方
の
正
方
印
「
林
」。
一
丁
表
右
上
に
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
蔵
書
印
、

左
肩
に
「
新
修
鷹
經
　
上
中
下
」。
三
十
一
丁
表
に
朱
筆
で
「
人
皇
五
十
二

代
／
嵯
峩
天
皇
ノ
御
宇
弘
仁
九
年
ヨ
リ
寛
政
七
年
マ
テ
凡
九
百
七
十
五
年
ナ
リ
」。

裏
表
紙
見
返
し
中
央
に
「
林
氏
光
林
（
2
㌢
四
方
の
正
方
印
「
林
」）」。
半

葉
十
行
。
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
。
朱
筆
の
書
入
れ
あ
り
。
挿
絵
に
彩
色

あ
り
。
嵯
峨
天
皇
の
撰
述
と
さ
れ
る
『
新
修
鷹
経
』
の
写
本
。

（
ク�

）『
新
修
鷹
經
　
辨
疑
論
　
仁
』（
外
題
）。「
鷹
経
辨
疑
論
　
上
中
」（
内
題
）。

合
二
冊
。
縦
28.0
㌢
×
横
20.0
㌢
。
五
ツ
目
綴
じ
。
袋
綴
じ
。
表
紙
左
肩
に
「
新

修
鷹
經
　
辨
疑
論
　
仁
」
の
貼
題
簽
（
縦
18.8
㌢
×
横
3.8
㌢
）。
全
八
十
丁
。
表

紙
見
返
し
に
２
㌢
四
方
の
正
方
印
「
林
」。
一
丁
表
右
上
に
ひ
ょ
う
た
ん
型

の
蔵
書
印
、
左
肩
に
「
鷹
経
辨
疑
論
　
上
中
」。
裏
表
紙
見
返
し
中
央
に
「
林

氏
光
林
（
２
㌢
四
方
の
正
方
印
「
林
」）」。
半
葉
八
行
。
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交

じ
り
文
。
朱
筆
の
書
入
れ
あ
り
。
挿
絵
に
彩
色
あ
り
。
各
伝
本
の
奥
書
に
持

明
院
基
春
の
名
前
が
見
え
る
『
鷹
経
弁
疑
論
』
の
上
巻
お
よ
び
中
巻
の
合
冊

写
本
。
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（
ケ�
）『
新
修
鷹
經
　
辨
疑
論
　
勇
』（
外
題
）。「
鷹
経
辨
疑
論
　
下
　
尾
」（
内
題
）。

縦
28.0
㌢
×
横
20.0
㌢
。
五
ツ
目
綴
じ
。
袋
綴
じ
。
表
紙
左
肩
に
「
新
修
鷹
經
　

辨
疑
論
　
勇
」
の
貼
題
簽
（
縦
18.8
㌢
×
横
3.8
㌢
）。
全
四
十
九
丁
。
表
紙
見
返

し
に
2
㌢
四
方
の
正
方
印
「
林
」。
一
丁
表
右
上
に
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
蔵
書
印
、

左
肩
に
「
鷹
経
辨
疑
論
　
下
　
尾
」。
四
十
九
丁
表
に
朱
筆
で
「
右
／
文
亀

三
年
□
□
寛
政
七
年
マ
テ
凡
二
百
九
十
三
年
ナ
リ
／
人
皇
百
五
代
後
柏
原
院

ノ
御
宇
ノ
コ
ロ
ナ
リ
／
武
家
ハ
足
利
義十
二
代澄
公
將
軍
ノ
コ
ロ
か
／
足
利
八
代
乄
義

政
公
東
山
ニ
隱
居
ス
是
ヲ
東
山
殿
ト
云
慈
院
ト
号
ス
」。
裏
表
紙
見
返
し
中
央
に

「
寛
政
七
乙
　

　
卯

秋
九
月
四
日
／
尾
陽
／
林
氏
／
光
林
冩
之
（
２
㌢
四
方
の
正
方

印
「
林
」）」。
半
葉
八
行
。
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
。
朱
筆
の
書
入
れ
あ
り
。

各
伝
本
の
奥
書
に
持
明
院
基
春
の
名
前
が
見
え
る
『
鷹
経
弁
疑
論
』
の
下
巻

の
写
本
。
※
（
ト
）（
チ
）（
リ
）
に
つ
い
て
は
、「
新
修
鷹
經
辨
疑
論
全
部
合

三
　
卷

／

林
」
と
表
記
さ
れ
た
渋
引
き
の
帙
様
の
も
の
（
？
）
で
一
括
保
存
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
一
連
の
シ
リ
ー
ズ
本
と
し
て
伝
来
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。

（
コ�

）『
鷹
養
生
傳
　
全
』（
外
題
）。「
鷹
養
生
秘
書
」（
内
題
）。
横
刷
毛
目
表
紙
。

縦
27.1
㌢
×
横
19.7
㌢
。
四
ツ
目
綴
じ
。
袋
綴
じ
。
表
紙
左
肩
に
「
鷹
養
生
傳
　

全
」
の
貼
題
簽
（
縦
18.8
㌢
×
横
3.8
㌢
）。
全
三
十
八
丁
。
一
丁
表
左
肩
に
「
鷹

養
生
秘
書
（
２
㌢
四
方
の
正
方
印
「
林
」）」。
三
十
八
丁
表
に
「
尾
陽
／
林

氏
家
書
光
林
所
持
（
２
㌢
四
方
の
朱
正
方
印
「
林
」）」。
半
葉
十
行
。
漢
字

ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
。
朱
筆
の
書
入
れ
あ
り
。
挿
絵
に
彩
色
あ
り
。
前
半
部

の
内
容
は
鷹
の
羽
・
目
・
内
臓
等
の
部
位
に
つ
い
て
の
説
明
で
後
半
部
は
鷹

の
薬
に
つ
い
て
の
説
明
。

（
サ�

）『
関
東
　
鷹
心
得
之
書
』（
外
題
）。
朽
葉
色
雷
文
繋
地
雲
型
押
し
表
紙
。

縦
26.4
㌢
×
横
19.6
㌢
。
四
ツ
目
綴
じ
。
袋
綴
じ
。
表
紙
左
肩
に
「
関
東
／
鷹
心

得
之
書
」
の
貼
題
簽
（
縦
18.8
㌢
×
横
3.8
㌢
）。
全
四
十
七
丁
（
う
ち
遊
紙
前

後
一
丁
）。
二
丁
表
と
裏
に
「
目
録
」
あ
り
。
四
十
六
丁
裏
に
「
天
明
二
寅

年
五
月
／
猪
飼
藤
左
衛
門
著
／
寛
政
八
辰
十
月
一
橋
樣
御
用
人
／
猪
飼
藤
左

衛
門
殿
よ
り
被
借
上
候
鷹
心
得
／
之
書
写
之
置
　
光
久
（
花
押
）」。
半
葉
十

行
。
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
。
鷹
を
扱
う
際
に
必
要
な
実
技
的
な
知
識
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
シ�

）『
鷹
事
傳
　
全
』（
外
題
）。「
鷹
事
集
　
秘
傳
書
　
全
」（
内
題
）。
横
刷
毛

目
表
紙
。
縦
24.0
㌢
×
横
16.3
㌢
。
四
ツ
目
綴
じ
。
袋
綴
じ
。
表
紙
左
肩
に
「
鷹

事
傳
　
全
」
の
貼
題
簽
（
縦
17.9
㌢
×
横
3.8
㌢
）。
全
九
十
三
丁
。
二
丁
裏
六

行
目
～
六
丁
表
一
行
目
に
「
目
録
」
あ
り
。
一
丁
表
の
右
下
に
２
㌢
四
方
の

正
方
印
が
上
下
ふ
た
つ
あ
り
。
同
じ
く
一
丁
表
の
左
肩
に
ひ
ょ
う
た
ん
型
の

蔵
書
印
、
そ
の
横
に
「
鷹
事
集
　
秘
傳
書
　
全
」。
九
十
三
丁
表
に
「
延
享

二
年
巳
　
十
二
月
／
右
／
林
充
莫
筆
／
鷹
法
式
終
」、
九
十
三
丁
裏
に
「
源

兵
衞
ト
改
／
林
源
之
丞
　
光
林
（
２
㌢
四
方
の
正
方
印
「
林
」）
／
代
々
此

書
受
持
ス
」。
半
葉
十
一
行
。
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
。
朱
筆
の
書
入
れ

あ
り
。
挿
絵
に
彩
色
あ
り
。
※
裏
表
紙
と
九
十
三
丁
と
の
間
に
二
羽
の
鷹
を

描
い
た
羽
や
目
・
足
・
尾
な
ど
の
図
解
を
掲
載
し
た
紙
片
二
枚
（
縦
28.5
㌢
×

横
39.0
㌢
と
縦
28.0
㌢
×
横
39.5
㌢
）
が
挟
ま
っ
て
い
る
。
鷹
説
話
や
鷹
に
関
す
る

知
識
な
ど
が
一
つ
書
き
形
式
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
ス�

）『
巣
鷹
三
十
六
首
』（
内
題
）。
香
色
布
目
型
押
し
表
紙
。
縦
22.7
㌢
×
横
14.2
㌢
。

四
ツ
目
綴
じ
。
袋
綴
じ
。
表
紙
左
肩
に
貼
題
簽
の
剥
離
跡
あ
り
。
全
二
十
三



－7－

� The�Global�Management�of�Nagano,�Vol.4

丁
。
表
紙
裏
に
「
目
録
」
あ
り
。
一
丁
表
右
下
に
２
㌢
四
方
の
正
方
印
「
林
」、

中
央
下
に
「
林
」、
左
肩
に
「
巣
鷹
三
十
六
首
」。
裏
表
紙
見
返
し
に
「
尾
陽

／
林
氏
光
林
（
２
㌢
四
方
の
正
方
印
「
林
」）」。
半
葉
七
行
前
後
。
漢
字
ひ

ら
が
な
交
じ
り
文
。
朱
筆
の
書
入
れ
あ
り
。
鷹
に
つ
い
て
の
知
識
を
詠
み
こ

ん
だ
鷹
和
歌
や
鷹
の
薬
飼
お
よ
び
鷹
の
飼
育
法
や
扱
い
方
に
つ
い
て
の
知
識

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
セ�

）『
鷹
鶻
方
點
註
　
全
』（
外
題
）。
朽
葉
色
雷
文
繋
地
雲
型
押
し
表
紙
。
縦

27.1
㌢
×
横
19.5
㌢
。
四
ツ
目
綴
じ
。
袋
綴
じ
。
表
紙
左
肩
に
「
鷹
鶻
方
點
註
　

全
」
の
貼
題
簽
（
縦
15.9
㌢
×
横
3.6
㌢
）。
全
三
十
丁
（
う
ち
遊
紙
前
一
丁
）。

二
丁
表
右
下
に
２
㌢
四
方
の
朱
正
方
印
「
林
」。
二
十
九
丁
裏
に
「
寛
政
八

丙
　

　
辰

季
冬
日
　
光
林
（
２
㌢
四
方
の
朱
正
方
印
「
林
」）」。
半
葉
九
行
。
漢
字

カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
。
十
六
世
紀
の
朝
鮮
で
成
立
し
た
『
新
増
鷹
鶻
方
』（
李

爓
編
）
に
点
注
を
付
し
た
写
本
。

（
ソ�

）『
鷹
出
所
地
名
』。
折
本
。
縦
15.8
㌢
×
横
96.5
㌢
。
末
尾
に
縦
2.3
㌢
×
横
2.0
㌢

の
長
方
印
「
光
林
」。
朱
筆
の
書
入
れ
あ
り
。
鷹
の
産
地
の
地
名
一
覧
を
掲
載
。

二
　
林
光
林
の
鷹
書

　
前
節
で
挙
げ
た
（
ア
）
～
（
エ
）
は
、
尾
張
藩
の
鷹
匠
で
あ
る
林
氏
の
家
歴
や

系
譜
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
文
書
で
、（
オ
）
の
み
、
徳
川
家
康
に
関
連
す
る
書

物
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
他
と
は
異
質
な
文
書
と
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、（
カ
）

～
（
ソ
）
は
林
氏
の
当
主
が
蒐
集
・
伝
来
し
た
鷹
書
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

（
サ
）『
関
東
　
鷹
心
得
之
書
』
を
除
く
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
に
「
光
林
」
の
名

前
も
し
く
は
彼
と
関
わ
る
蔵
書
印
が
見
え
る
。
前
節
で
紹
介
し
た
通
り
、「
光
林
」

は
別
名
「
林
源
兵
衛
」「
源
之
丞
」
と
称
し
、
尾
張
藩
第
九
代
藩
主
・
徳
川
宗
睦

と
同
第
十
代
藩
主
・
徳
川
斉
朝
に
仕
え
た
鷹
匠
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、（
サ
）
は

光
林
か
ら
二
代
目
の
光
久
が
書
写
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
た
め
、
奥
書
や
蔵
書
印

な
ど
に
光
林
の
名
前
が
見
え
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
光
林
所
縁
の
鷹
書
群
に
は
、
特
定
の
鷹
術
流
派
と
関
わ
る
よ
う

な
テ
キ
ス
ト
類
は
確
認
で
き
な
い
。
当
時
の
諸
藩
に
仕
え
る
鷹
匠
た
ち
の
多
く
は
、

著
名
な
鷹
術
流
派
に
従
事
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
関
わ
る
鷹
書
類
を
積
極
的

に
蒐
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
事
に
ま
つ
わ
る
放
鷹
文
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い

た
が
（
注
４
）、
林
氏
は
そ
う
い
っ
た
事
蹟
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
彼
等
の
文
事
的
営
為
を
分
析
す
る
た
め
、
上
記
の
鷹
書
群
を

内
容
上
の
特
徴
に
基
づ
い
て
分
類
す
る
と
、
下
記
の
三
種
類
に
大
別
で
き
る
。

①�

　
群
書
類
従
の
版
本
お
よ
び
群
書
類
従
に
所
収
さ
れ
て
い
る
先
行
の
鷹
書
を
書

写
し
た
も
の

（
カ
）『
羣
書
類
從
　
三
百
五
十
六
』、（
キ
）『
新
修
鷹
經
　
智
』、（
ク
）『
新

修
鷹
經
　
辨
疑
論
　
仁
』、（
ケ
）『
新
修
鷹
經
　
辨
疑
論
　
勇
』。

②�

　
原
本
や
典
拠
が
現
段
階
で
未
詳
の
鷹
書

（
コ
）『
鷹
養
生
傳
　
全
』、（
シ
）『
鷹
事
傳
　
全
』、（
ソ
）『
鷹
出
所
地
名
』。

③�

　
光
林
が
著
し
た
独
自
の
文
言
が
記
載
さ
れ
て
い
る
鷹
書

（
ス
）『
巣
鷹
三
十
六
首
』、（
セ
）『
鷹
鶻
方
點
註
　
全
』。

　
右
掲
の
①
～
③
に
分
類
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
群
の
全
体
的
な
特
徴
と
し
て
、
①
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
、
群
書
類
従
を
中
心
と
す
る
鷹
書
へ
の
関
心
の
高
さ
が
ま
ず
は

指
摘
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
、
林
氏
が
関
わ
っ
た
放
鷹
文
化
の
“
独
自

性
”
の
解
明
を
目
指
す
こ
と
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
③
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
注
目
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す
る
。
さ
ら
に
は
、
③
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
も
、（
セ
）『
鷹
鶻
方
點
註
　
全
』
に

つ
い
て
は
、
そ
の
紙
幅
の
大
半
が
『
新
増
鷹
鶻
方
』
の
本
文
に
点
注
を
付
し
た
も

の
で
占
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
（
ス
）『
巣
鷹
三
十
六
首
』
の
本
文
の
方

か
ら
取
り
上
げ
る
。
同
書
は
二
丁
表
か
ら
九
丁
表
ま
で
に
お
い
て
鷹
和
歌
が
掲
載

さ
れ
、
九
丁
裏
か
ら
裏
表
紙
見
返
し
ま
で
に
は
散
文
体
の
鷹
術
に
関
す
る
専
門
知

識
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
光
林
が
著
し
た
独
自
の
文
言
で
あ

る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
前
半
の
鷹
和
歌
の
部
分
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
以
下
に
前
半
の
該
当
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
翻
刻
本
文
を
掲
出

す
る
（
句
読
点
は
私
意
で
付
し
た
。
以
下
同
じ
）。

　
　
巣
鷹
三
十
六
首
序

夫
鷹
ハ
深
山
に
生
し
て
涼
し
き
山
気
を
請
て
諸
鳥
の
温
肉
に
養
ハ
ル
。
人
此

巣
ヲ
下
ロ
し
て
、
里
ニ
来
リ
。
大
暑
ノ
人
家
に
飼
ふ
、
何
ぞ
疲
レ
な
か
ら
ん
や
。

然
レ
共
、
五
臓
六
腑
健
カ
ニ
し
て
、
よ
く
水
食
ニ
養
ハ
ル
。
是
ヲ
繋
で
餌
ヲ
ひ
か

へ
、
人
ニ
な
れ
し
め
ん
と
ほ
つ
す
。
何
ぞ
あ
や
ふ
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
寔
ニ
人

の
養
ニ
よ
る
へ
し
。
古
ヘ
の
鷹
書
・
鷹
経
・
鷹
鶻
方
・
定
家
卿
の
三
百
首
、

其
外
家
々
の
秘
書
、
か
ぞ
ふ
る
ニ
い
と
ま
あ
ら
す
。
当
然
、
唐
書
ト
日
本
ト

異
ナ
ル
事
も
有
へ
し
。
三
百
首
ハ
歌
道
ニ
た
つ
セ
ず
し
て
は
、
難
レ
知
事
も
有
。

後
人
鷹
ヲ
ま
な
ぶ
童
子
、
見
や
す
か
ら
ん
為
ニ
、
ふ
つ
ゝ
か
の
三
十
一
字
ト

な
し
て
初
メ
ニ
定
家
卿
の
御
歌
ヲ
一
首
出
し
、
為
レ
恕
、
是
ニ
な
ぞ
ら
へ
て
三

十
五
首
ヲ
な
せ
り
。
猶
、
後
人
の
加
筆
ヲ
待
而
　

　
已

。

�

尾
陽
鷹
士
　
林
氏
光
林

鷂
巣
ハ
か
い
わ
り
て
ゟ
廿
三
日
め
ニ
下
し
て
宜
敷
比
合
也

萑
鷂
巣
ハ
か
い
わ
り
て
ゟ
十
六
日
め
ニ
下
し
て
宜
敷
比
合
也

光
林
於
藪
原
此
に
た
め
し
見
之

巣
お
ろ
し
の
鳥
屋
の
内
よ
り
手
習
に
こ
ゝ
ろ
き
ゝ
て
や
石
を
と
る
ら
ん

塒
鷹
を
籠
よ
り
と
ら
へ
出
す
時
は
小
指
で
足
を
と
め
て
持
へ
し

尾
は
四
符
を
出
し
て
揃
ふ
繋
比
伏
セ
て
ハ
し
る
み
見
ゆ
る
石
打

爪
觜
ハ
先
を
切
た
る
斗
に
て
いあ

ヒ

を
り
を
付
ケ
ぬ
觜
ぞ
や
さ
し
き

【
觜
の
図
】
是
ハ
あ
を
り
ヲ
付
た
る
觜
也
。
塒
た
か
ハ
爪
觜
ス
ル
ニ
何
を
か
を

付
ず
。

繋
た
る
其
日
ハ
あ
へ
て
戸
を
明
ケ
ず
夕
か
た
あ
け
て
の
ぞ
き
見
る
へ
し

繋
た
る
其
夜
は
部
屋
の
内
に
据
し
づ
か
に
水
を
飼
て
伏
へ
し

夜
据
に
は
い
と
ゞ
眠
り
を
つ
ゝ
し
み
て
鞢
に
留
メ
し
水
縄
の
先
キ

鷹
部
屋
の
前
に
終
日
晝
い
た
し
折
々
明
て
口
餌
を
ぞ
か
ふ

一
日
に
萑
壱
羽
の
口
餌
こ
そ
心
得
有
し
鷹
の
強
弱

い
や
が
る
を
無
理
に
口
餌
に
付
ケ
ん
と
て
求
メ
て
お
ど
す
事
ぞ
よ
か
ら
じ

漸
と
架
の
上
に
て
据
あ
げ
て
い
や
み
な
け
れ
ハ
等
聲
懸
ら
ん

い
や
み
な
く
等
聲
覚
て
よ
く
懸
り
肉
も
ひ
き
な
ば
臺
に
移
さ
ん

ぶ
ち
あ
て
ハ
か
ね
て
夜
据
の
時
よ
り
も
羽
尾
つ
く
ろ
い
て
觜
指
や
せ
ん

臺
に
う
つ
す
前
に
は
笠
を
か
む
り
つ
ゝ
部
屋
ノ
内
よ
り
姿
見
せ
け
ん

繋
た
る
架
の
俟
に
て
据
上
て
戸
を
引
た
て
ゝ
繋
と
く
ら
ん

ひ
る
に
移
し
も
は
や
口
餌
も
通
さ
じ
と
鳥
首
斗
持
て
出
つ
ゝ

水
縄
の
は
し
を
ゆ
が
け
に
む
す
び
し
は
ま
だ
喚ヲ

キ

渡
ワ
タ
リ

出
来
ぬ
つ
ゝ
し
み

は
じ
め
よ
り
鷹
の
く
る
ひ
の
あ
し
け
れ
ハ
四
ツ
毛
挾
ミ
て
見
に
く
か
る
ら
ん

引
ク
で
な
し
ひ
か
ぬ
で
も
な
し
据
返
し
數
々
据
て
こ
ゝ
ろ
み
て
知
れ

鷂
の
物
を
じ
も
な
く
懐
キ
つ
ゝ
餌
の
飼
ひ
た
は
口
傳
成
け
り
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伏
籠
に
入
た
る
鷹
と
見
へ
に
け
り
そ
こ
へ
手
を
懸
ケ
持
て
行
か
な

夕
風
に
猶
も
涼
し
て
泊
ん
と
て
伏
籠
の
よ
も
ぎ
夜
氣
に
あ
て
つ
ゝ

涼
マ
セ
の
あ
ま
り
永
き
は
ゑ
き
そ
な
し
切
ツ
て
明
日
の
つ
か
れ
と
そ
な
る

朝
据
に
ま
だ
見
へ
か
ぬ
る
手
の
筋
や
鷹
の
そ
た
つ
を
に
ぎ
り
て
ぞ
見
る

明
日
の
そ
ゝ
ろ
た
し
か
に
見
ん
為
に
萑
の
細
羽
丸
じ
て
ぞ
飼
ふ

初
飼
ひ
の
餌
に
は
萑
を
よ
く
あ
ら
い
細
カ
に
噛
ミ
て
少
し
飼
ふ
へ
し

初
飼
の
内
は
萑
の
胸
斗
リ
三
度
に
十
胸
さ
て
は
拾
壱

初
而
の
喚ヲ

キ

渡
り
す
る
心
得
は
口
餌
引
カ
せ
て
地
へ
下
ス
へ
し

お
き
わ
た
り
俄
カ
に
長
く
延
る
ゆ
へ
拳
を
す
り
つ
又
は
な
ぎ
れ
つ

暑
き
日
に
木
影
斗
に
据
居
な
ば
影
を
覚
ゆ
る
鷹
の
野
心

う
ぶ
鷹
を
あ
ま
り
に
後
ロ
干
ゆ
へ
に
晞
カ
ハ
キ

や
出
ん
虫
氣
や
出
む

家
な
ら
で
作
に
習
ハ
ん
塒
鷹
や
身
影
し
た
ふ
て
来
る
ぞ
や
さ
し
き

小
柴
墅
に
初
の
活
物
飼
に
け
り
膝ヒ

ザ

の
先
な
る
身
影
成
へ
し

活
物
を
立
ツ
て
飼
ふ
の
は
飛
流
し
羽
を
ぬ
か
ざ
れ
バ
な
げ
飼
ひ
と
成
る

押
へ
ぎ
ハ
人
の
身
ぶ
り
の
あ
し
け
れ
は
心
な
く
て
も
持
て
に
げ
行

な
げ
飼
ひ
も
い
と
ゞ
羽
經
ル
に
捉
に
け
り
や
が
て
鷹
墅
に
出
ん
た
の
し
き

　
　
巣
鷹
三
十
六
首
終

　
　
　
　
拳
ノ
傳

臂
ヲ
身
ニ
つ
け
ぬ
や
う
ニ
し
て
据
へ
し
。
手
ノ
大
指
の
ふ
し
の
高
ク
な
ら
ぬ
や

う
ニ
、
手
首
よ
り
手
先
キ
ま
で
真
直
ニ
成
様
ニ
拳
ヲ
送
り
て
据
へ
し
。
鷹
と
ぼ

う
時
ハ
、
小
鷹
ハ
、
足
革
ヲ
大
指
と
人
さ
し
指
の
間
ニ
懸
て
釣
や
う
へ
し
。

大
鷹
ハ
、
大
指
斗
ニ
足
革
ヲ
懸
て
つ
り
合
へ
し
。
拳
の
高
サ
ハ
臂
と
手
首
と

の
つ
り
合
ニ
て
高
か
ら
ず
、
下
か
ら
ず
、
す
な
を
ニ
据
廻
ス
へ
し
。
猶
口
傳
。

右
三
十
六
首
ハ
古
ヘ
よ
り
の
傳
記
ニ
あ
ら
ず
。
後
世
鷹
術
ヲ
ま
な
ぶ
初
心
の

人
の
手
引
の
た
め
、
古
ヘ
の
鷹
哥
に
な
ぞ
ら
へ
三
十
五
哥
を
あ
ら
ハ
す
。
猶
、

後
世
、
明
達
の
加
筆
ヲ
待
の
み
。

　
　
　
　
于
時

天
明
四
辰
　

　
夏

六
月
日�

光
林
（
花
押
）

　
右
掲
の
「
巣
鷹
三
十
六
首
序
」
に
よ
る
と
、
深
山
に
棲
む
鷹
を
人
が
飼
う
た
め

に
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
、
古
く
は
「
鷹
書
・
鷹
経
・
鷹
鶻
方
・
定
家
卿
の
三
百

首
、
其
外
家
々
の
秘
書
」
が
多
く
存
在
し
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
唐
書
と

日
本
の
書
物
と
で
は
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、
鷹
三
百
首
に
つ
い
て
は
歌
の
道
に
通

じ
て
い
な
け
れ
ば
理
解
が
難
し
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、「
後
人
鷹
ヲ
ま
な
ぶ
童
子
」

の
た
め
に
三
十
一
文
字
で
鷹
術
に
関
す
る
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
を
説

明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
冒
頭
に
定
家
卿
の
鷹
和
歌
を
一
首
掲
出
し
、
そ
の
後

に
定
家
卿
の
歌
に
な
ぞ
ら
え
て
三
十
五
首
の
鷹
和
歌
を
列
挙
す
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
な
お
、
末
尾
に
は
光
林
の
名
前
と
朱
筆
の
書
入
れ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
序
文
の
説
明
通
り
、
本
文
の
冒
頭
に
は
『
定
家
卿
鷹
三
百
首
』
の

第
五
十
五
首
に
見
え
る
「
巣
お
ろ
し
の
…
」
の
鷹
和
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
以

降
に
は
、
光
林
が
創
作
し
た
と
お
ぼ
し
き
鷹
和
歌
が
三
十
五
首
列
記
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、こ
れ
ら
三
十
五
首
の
鷹
和
歌
は
、い
ず
れ
も
和
歌
表
現
の
ル
ー
ル
に
則
っ

て
詠
ま
れ
た
も
の
と
は
言
い
難
い
内
容
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の

鷹
和
歌
は
光
林
が
「
後
人
鷹
ヲ
ま
な
ぶ
童
子
」
の
た
め
に
著
し
た
も
の
な
の
で
、

む
し
ろ
鷹
の
扱
い
方
や
飼
育
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
簡
潔
に
説
明
す
る
た
め

に
、
三
十
一
文
字
の
短
い
表
現
を
用
い
た
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
事
実
、
跋
文
に
お

い
て
も
こ
れ
ら
の
鷹
和
歌
は
「
古
ヘ
よ
り
の
傳
記
」
で
は
な
く
「
後
世
鷹
術
ヲ
ま
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な
ぶ
初
心
の
人
の
手
引
の
た
め
」
に
著
し
た
も
の
と
繰
り
返
し
主
張
し
て
い
る
文

言
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
当
該
書
の
著
作
に
対
す
る
光
林
の
姿
勢
は
、
た
と
え
ば
、
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
『
啓
蒙
集
秘
傳
』
巻
第
七
（
函
号
一
六
三
―
一
三
九
〇
）
の
本
奥
書
に

見
え
る
以
下
の
よ
う
な
叙
述
と
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
宮
新
蔵
人
鷹
学
の
お
し
へ
あ
ま
ね
く
ふ
る
き
を
た
つ
ね
、
あ
た
ら
し
き
を

き
わ
め
て
理
を
つ
く
し
、
法
を
そ
な
へ
侍
れ
、
我
か
智
の
つ
た
な
き
を
以
、

あ
ら
た
め
た
ヽ
す
へ
き
に
は
あ
ら
ね
と
蚤
歳
よ
り
諸
流
を
閲
し
て
力
を
此
道

に
ゆ
た
ね
ぬ
る
あ
ま
り
に
て
、
し
ば
ら
く
し
け
き
を
か
り
た
ら
さ
る
を
お
き

な
ひ
、
み
つ
か
ら
心
に
得
、
手
に
な
れ
し
事
を
か
き
あ
つ
め
て
、
け
い
も
う

し
う
と
な
つ
け
侍
る
。
す
こ
ぶ
る
童
子
の
こ
の
理
に
く
ら
き
も
の
を
ひ
ら
き
、

み
ち
ひ
く
便
に
も
あ
ら
ん
か
し
。

�
山
本
藤
右
衛
門
近
重
朱
印

墨
印

寛
文
巳酉

歳
夏

　
こ
の
『
啓
蒙
集
』
と
い
う
書
物
は
、
近
世
期
を
通
し
て
武
家
の
間
に
大
量
に
流

布
し
た
鷹
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
注
５
）。
末
尾
に
「
寛
文
巳酉

歳
」（
寛
文
九
年
・

一
六
六
九
）
の
年
紀
と
と
も
に
見
え
る
「
山
本
藤
右
衛
門
近
重
」
と
い
う
人
物
は
、

戦
国
期
に
徳
川
家
康
に
仕
え
て
以
来
、
代
々
徳
川
家
に
仕
え
た
鷹
匠
で
あ
る
山
本

盛
近
の
嫡
男
で
、
や
は
り
徳
川
家
に
仕
え
た
鷹
匠
で
あ
る
（
注
６
）。
さ
て
、
右

掲
の
記
述
に
よ
る
と
、「
大
宮
新
蔵
人
」
と
い
う
人
物
の
鷹
学
の
教
え
は
、
古
い

も
の
を
た
ず
ね
て
新
し
い
も
の
を
究
め
た
も
の
で
、
理
を
つ
く
し
て
法
を
備
え
て

い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
（
編
者
で
あ
る
）
自
分
が
改
め
る
べ
き
も
の
で
は
な
い

が
、
自
分
は
諸
流
派
を
学
ん
だ
見
識
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
不
足
を
補
っ
て
書
き

集
め
た
書
物
を
「
け
い
も
う
し
う
」
と
名
づ
け
た
と
い
う
。
さ
ら
に
同
書
は
、
童

子
に
鷹
術
を
教
え
る
の
に
役
立
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
身
独

自
の
知
見
を
記
す
鷹
書
に
つ
い
て
「
す
こ
ぶ
る
童
子
の
こ
の
理
に
く
ら
き
も
の
を

ひ
ら
き
、
み
ち
ひ
く
便
に
も
あ
ら
ん
か
し
」
と
す
る
動
機
は
、
前
掲
の
光
林
に
よ

る
鷹
和
歌
三
十
五
首
の
執
筆
動
機
と
重
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
他
に
も
、同
様
の
事
例
と
し
て
、江
戸
時
代
後
期
の
彦
根
藩
の
鷹
匠
で
あ
っ

た
「
正
木
通
堯
」
が
出
版
し
た
自
作
の
鷹
和
歌
集
で
あ
る
『
標
註
　
漫
詠
鷹
百
首
』

（
版
本
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
通
堯
は
、
国
学
者
と
し
て
著
名
な
小
山
田
與
清

に
師
事
し
て
国
学
・
和
歌
を
た
し
な
ん
だ
人
物
で
あ
る
（
注
7
）。
そ
の
縁
故
か
ら
、

当
該
書
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
序
文
は
、
師
の
與
清
が
書
い
て
い
る
。
そ
の

序
文
の
内
容
を
確
認
す
る
べ
く
、
以
下
に
東
京
大
学
総
合
図
書
館
『
標
註
　
漫
詠

鷹
百
首
』(

請
求
記
号
：
E31
：
1186)

「
漫
詠
鷹
百
首
序
」
を
引
用
す
る
。

漫
詠
鷹
百
首
序

か
ら
う
た
に
作
り
。
や
ま
と
哥
に
よ
み
て
。
そ
の
事
を
さ
と
し
。
人
を
し
て

し
り
や
す
か
ら
し
む
る
わ
ざ
は
。
い
つ
の
世
ば
か
り
の
事
な
り
け
ん
。
誠
に

比
と
な
ら
ふ
た
つ
を
い
は
ゞ
。
か
ら
な
る
は
。
急
就
章
。
千
字
文
。
草
訣
百

韻
。
雪
心
賦
。
蒙
求
。
や
ま
と
な
る
は
。
馬
ノ
毛
歌
合
。
西
明
寺
百
首
。
中

明
寺
百
首
。
東
明
寺
百
首
。
馬
方
百
首
。
蹴
鞠
百
首
。
犬
追
物
百
首
。
劔
術

百
首
。
射
術
百
首
。
射
儀
百
首
。
髙
舘
百
首
。
小
倉
卅
六
首
。
永
井
教
訓
歌
。

暦
抄
歌
。茶
礼
百
首
。の
た
ぐ
ひ
い
と
お
ほ
く
。こ
れ
も
か
れ
も
か
ぞ
へ
つ
ゝ

す
べ
く
も
あ
ら
ず
。
鷹
の
道
の
歌
括
に
も
。
後
京
極
殿
の
三
百
首
。
定
家
卿

の
三
百
首
。
慈
鎮
和
尚
の
百
首
。
西
園
寺
殿
の
百
首
。
鷹
調
連
歌
。
な
ど
き

こ
え
た
る
を
。
猶
心
得
が
た
き
ふ
し
お
ほ
か
れ
ば
と
て
。
彦
根
人
正
木
通
堯



－11－

� The�Global�Management�of�Nagano,�Vol.4

ぬ
し
。
も
ゝ
ぢ
の
哥
に
よ
み
な
し
。
自
注
を
さ
へ
く
は
へ
ら
れ
た
る
は
。
世

の
鷹
好
む
家
の
惑
を
ひ
ら
け
る
し
わ
ざ
に
な
ん
。
お
の
れ
哥
ば
か
り
も
聞
し

り
た
る
に
は
あ
ら
ね
ど
。
平
ら
け
き
御
世
に
武
を
兇
れ
さ
る
心
お
き
て
。
こ

れ
に
し
く
も
の
な
く
。
さ
て
は
捨
は
つ
ま
じ
き
道
ぞ
と
。
お
の
づ
か
ら
ま
な

こ
ひ
ら
か
れ
。
よ
し
な
く
抄ヌ

キ

録ガ
キ

せ
る
ほ
う
ど
も
。
や
う
〳
〵
う
づ
た
か
く
な

り
も
て
き
ぬ
。
そ
も
〳
〵
難
波
の
高
津
の
宮
に
天
の
下
し
ろ
し
め
し
御
代
。

土ツ
チ

倉ク
ラ

の
阿ア

弭ビ

古コ

が
網ア
ミ

に
な
れ
る
を
。
百ク
ダ
ラ済

の
酒
君
が
養カ

ひ
つ
け
し
よ
り
。
は

じ
め
て
百モ

舌ズ

鳥
野
に
御
狩
た
ゝ
し
。
鷹タ
カ
カ
ヒ
ベ

飼
部
を
さ
へ
定
サ
ダ
メ

め
た
ま
ひ
て
後
は
。

御
代
々
々
に
も
て
は
や
さ
せ
た
ま
ひ
。
是
を
立タ

ツ

る
家
も
さ
ま
ざ
ま
に
参
集
に

た
り
。
そ
の
家
々
に
口
傳
秘
説
な
ど
い
ふ
め
れ
ど
。
な
ほ
ふ
る
き
書フ

ミ

に
哥
に

見
え
た
る
い
ぶ
か
し
き
ふ
し
お
ほ
か
る
を
今
か
う
た
や
す
く
。
哥
に
よ
み
さ

と
さ
れ
た
る
事
の
よ
し
を
お
も
ふ
に
。
此
ぬ
し
が
つ
か
う
ま
つ
ら
る
ゝ
。
近

つ
あ
ふ
み
の
国
し
ら
し
て
。
文
を
右
に
し
。
武
を
左
に
し
給
ふ
。
本
朝
の
殿

の
御
う
つ
く
し
み
の
波
。
や
し
ま
の
外
ま
で
も
立
あ
ら
は
れ
ぬ
べ
き
こ
ろ
ほ

ひ
に
こ
そ
。
天
保
五
年
初
夏
。
華
頂
殿
侍
倭
学
士
平
小
山
田
與
清
序
。

　
右
掲
記
事
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
漢
詩
や
和
歌
を
使
っ
て
も
の
ご
と
を
諭
す
こ
と

は
い
つ
の
世
に
も
あ
り
え
る
こ
と
と
説
明
し
、
そ
れ
に
該
当
す
る
具
体
的
な
作
品

群
と
し
て
、
漢
籍
に
つ
い
て
は
「
急
就
章
。
千
字
文
。
草
訣
百
韻
。
雪
心
賦
。
蒙

求
」
を
挙
げ
、
和
書
に
つ
い
て
は
「
馬
ノ
毛
歌
合
。
西
明
寺
百
首
。
中
明
寺
百
首
。

東
明
寺
百
首
。
馬
方
百
首
。
蹴
鞠
百
首
。
犬
追
物
百
首
。
劔
術
百
首
。
射
術
百
首
。

射
儀
百
首
。
髙
舘
百
首
。
小
倉
卅
六
首
。
永
井
教
訓
歌
。
暦
抄
歌
。
茶
礼
百
首
」

を
挙
げ
て
い
る
。
次
い
で
、
鷹
の
道
に
も
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
例
が
あ
る
と
し
て
、

「
後
京
極
殿
の
三
百
首
。
定
家
卿
の
三
百
首
。
慈
鎮
和
尚
の
百
首
。
西
園
寺
殿
の

百
首
。
鷹
調
連
歌
」
と
記
し
、
件
の
定
家
卿
鷹
三
百
首
を
含
む
先
行
の
鷹
和
歌
集

を
該
当
す
る
作
品
と
し
て
列
挙
し
て
い
る
。
さ
ら
に
通
堯
が
、
百
首
の
和
歌
に
自

注
を
加
え
た
本
書
を
著
し
た
の
は
「
世
の
鷹
好
む
家
の
惑
を
ひ
ら
」
く
た
め
で
あ

る
と
説
明
し
、
自
分
も
そ
れ
に
よ
っ
て
開
眼
し
た
旨
を
述
べ
る
。
ま
た
、
仁
徳
天

皇
の
時
代
に
百
済
の
酒
君
が
飼
育
し
た
鷹
で
初
め
て
百
舌
鳥
野
で
御
狩
り
を
し
た

逸
話
や
鷹
飼
部
の
由
来
な
ど
を
挙
げ
、
そ
の
後
は
鷹
狩
り
が
隆
盛
し
て
鷹
術
の
家

も
さ
ま
ざ
ま
に
存
在
し
、
各
家
に
口
伝
秘
伝
が
あ
る
も
の
の
「
な
ほ
ふ
る
き
書フ

ミ

に

哥
に
見
え
た
る
い
ぶ
か
し
き
ふ
し
お
ほ
か
る
を
今
か
う
た
や
す
く
」
す
る
た
め
に
、

和
歌
形
式
で
通
堯
が
本
書
を
著
し
た
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
末
尾
に
は
天

保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
年
紀
と
と
も
に
、
小
山
田
與
清
の
名
前
が
見
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
正
木
通
堯
が
著
し
た
鷹
百
首
は
鷹
の
道
を
説
く
た
め
の
啓
蒙
書

で
あ
る
と
評
さ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
手
引
書
的
な
特
質
を
持
つ
鷹
和
歌
は
、
前
述

の
林
光
林
著
作
の
鷹
和
歌
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、

当
時
の
鷹
匠
た
ち
は
、
鷹
術
に
つ
い
て
啓
蒙
す
べ
き
「
知
識
」
と
し
て
扱
い
、
鷹

書
は
そ
う
い
っ
た
知
識
を
伝
達
す
る
参
考
書
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
先
述
の
山
本
近
重
や
正
木
通
堯
の
こ
う
い
っ
た
事
例
を
踏
ま
え
る
と
、

光
林
が
後
進
へ
の
手
引
書
と
し
て
鷹
書
類
（
鷹
和
歌
）
を
著
作
し
た
と
す
る
姿
勢

は
、
近
世
期
の
鷹
匠
た
ち
に
よ
る
鷹
書
の
制
作
に
お
い
て
普
遍
的
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
啓
蒙
書
も
し
く
は
手
引
書
的
な
鷹
書
を
標
榜
す
る
光

林
の
姿
勢
は
、
前
掲
の
（
セ
）『
鷹
鶻
方
點
註
　
全
』
に
見
え
る
彼
の
序
文
に
お

い
て
も
確
認
で
き
る
。
以
下
に
当
該
部
分
を
引
用
す
る
。

夫ソ
レ

鷹ヨ
ウ

術
ジ
ュ
ツ

ノ
書シ
ョ

者ハ

、
人ニ
ン

皇ヲ
ウ

十
七
代ダ
イ

仁ニ
ン

徳ト
ク

天テ
ン

皇ノ
ヲ

ノ
御ギ
ヤ

宇ウ

、
百ハ
ク

濟サ
イ

國コ
ク

ヨ
リ
鷹ヤ
ウ

経
キ
ヤ
ウ

八
十
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一
巻カ

ン
并
ニ
鷹タ
カ

ヲ

奉
タ
テ
マ
ツ

ル
。
其ソ
ノ

後ノ
チ

、
又マ
タ

、
六
十
二
巻カ
ン

ノ
書シ
ヨ

ヲ
渡ワ
タ

セ
リ
。
朝テ
ウ

帝テ
イ

ノ
御
ヲ
ン
モ

翫
テ
ア
ソ

ビ
年ト
シ

々ト
シ

ニ
弥イ
ヤ

増マ
サ

リ
。
其ソ
ノ

後ノ
チ

、
亦マ
タ

、
渤ホ
ツ

海カ
イ

國コ
ク

ヨ
リ
摩マ

訶カ

鷹ヨ
ウ

経
キ
ヤ
ウ

数ス

巻カ
ン

ヲ
渡ワ
タ

ス
ト
云ウ
ン

云ノ
ン

。
吾ワ
ガ

朝テ
ウ

鷹ヨ
ウ

術
ジ
ユ
ツ

ノ
人ヒ
ト

々〴
〵

古コ

例レ
イ

新シ
ン

式シ
キ

ヲ
論
ロ
ン
ジ

撰
エ
ラ
ン

デ
、
和ワ

朝テ
ウ

ノ
書シ
ヨ

術
ジ
ユ
ツ

多ヲ
ヽ

シ
。
新シ
ン

修ジ
ユ

鷹ヨ
ウ

経
キ
ヤ
ウ

・
鷹ヨ
ウ

経
キ
ヤ
ウ

辨ベ
ン

疑ギ

論ロ
ン

・
交カ
タ

野ノ

ノ
少セ
ウ

将〳
〵

・
鷹ヨ
ウ

成セ
イ

録ロ
ク

・
菟ウ
ヂ
ド
ノ
ヽ

道
殿
ノ
日ニ
チ

来ラ
イ

記キ

・
持チ

明メ
ウ

院イ
ン

ノ
三サ
ン

考コ
ウ

傳デ
ン

・
定テ
イ

家カ

卿
キ
ヤ
ウ

ノ
鷹ヨ
ウ

歌カ

、
其ソ
ノ

外ホ
カ

家イ
ヘ

々
ノ
傳デ
ン

書シ
ヨ

、
筭
カ
ゾ
ヘ

ガ
タ
シ
。
且カ
ツ

古
イ
ニ
シ
ヘ

ノ
鷹ヨ
ウ

術
ジ
ユ
ツ

ノ
書シ
ヨ

ハ
、
朝テ
ウ

帝テ
イ

ノ
御ミ

箱ハ
コ

ニ
納
ヲ
サ
マ

テ
不ザ
ル

レ
出イ
デ

書シ
ヨ

物モ
ツ

多ヲ
ヽ

シ
。

人ニ
ン

皇ヲ
ウ

八
十
二
代ダ
イ

後ゴ

鳥ト

羽バ
ノ

院イ
ン

ノ
御ギ
ヤ

宇ウ

、
建ケ
ン

久キ
ウ

年ネ
ン

中ジ
ウ

、
征セ
イ

夷イ

大タ
イ

将セ
ウ

軍グ
ン

源
ミ
ナ
モ
ト
ノ

頼ヨ
リ

朝ト
モ

公コ
ウ

ノ
御ヲ
ン

時ト
キ

、
鷹タ
カ

、
武ブ

家ケ

ニ
渡ワ
タ

リ
テ
代ヨ

々ヽ
ノ
将セ
ウ

軍グ
ン

、
國コ
ク

主シ
ユ

、
是コ
レ

ヲ

翫
モ
テ
ア
ソ
ビ

給タ
マ

フ
也
。

鷹
ニ
有ア

二リ
三
徳ト
ク

一
。
一
ニ
曰
イ
ワ
ク

、
智チ

仁ジ
ン

勇ユ
ウ

ヲ
備
ソ
ナ
ヘ

テ
、
大タ
イ

将セ
ウ

ノ
勇ユ
ウ

氣キ

ヲ
増マ
ス

。
二
ニ
曰
ク
、

國ク
ニ

ノ
地チ

理リ

ヲ
知シ

ル
。
三
ニ
曰
ク
、
鳥ト
リ

ヲ
捉ト
ツ

テ
農ノ
ウ

民ミ
ン

ヲ
助タ
ス

ク
。
是コ
レ

武ブ

備ビ

之ノ

肝カ
ン

要ヨ
ウ

也ナ
リ

。

夫ソ
レ

諸シ
ヨ

藝ゲ
イ

業ワ
ザ

克ヨ
ク

而
古コ

術
ジ
ユ
ツ

理リ

ヲ
不ザ

レル
知シ
ラ

者ハ

非ア
ラ

レス
藝ゲ
イ

ニ
。
雖
イ
ヘ
ト
モ

二
古コ

術
ジ
ユ
ツ

書シ
ヨ

ヲ
知シ

一ルト
、

業
ワ
ザ
ノ

疎
ウ
ト
キ

ハ
亦マ
タ

非ア
ラ

レス
藝ゲ
イ

ニ
。
理リ

業ワ
ザ

合ガ
ツ

躰タ
イ

而シ
テ

克ヨ
ク

以モ
ツ

二テ
其ソ
ノ

道ミ
チ

ニ

達
タ
ツ
ス
ル

一ヲ
可ベ
シ

レ
爲ス

レ
藝ゲ
イ

ト
也
。

且カ
ツ

鷹ヨ
ウ

術
ジ
ユ
ツ

之ノ

大タ
イ

儀ギ

此コ
ノ

鷹ヨ
ウ

鶻コ
ツ

方ハ
ウ

ノ
書シ
ヨ

ヲ
以モ
ツ

テ
見ミ

ル
ベ
シ
。
尤
モ
ツ
ト
モ

、
和ワ

法ハ
ウ

ニ
難ガ
タ

レキ
應ヲ
ウ

ジ

事コ
ト

モ
ア
リ
。
予ヨ

陋
イ
ヤ
シ
ク
モ

譜フ

代ダ
イ

鷹ヨ
ウ

家カ

ニ
而シ
テ

頗
ス
コ
ブ
ル

學マ
ナ

二ブ
鷹ヨ
ウ

術
ジ
ユ
ツ

一ヲ
。
後コ
ウ

世セ
イ

、
初シ
ヨ

學ガ
ク

之ノ

人ヒ
ト

、

見ミ

安ヤ
ス

キ
爲タ
メ

ニ
點テ
ン

註チ
ウ

シ
テ
記
シ
ル
ス

レ
之
コ
レ
ヲ

。
猶ナ
ヲ

、
後コ
ウ

人ジ
ン

明メ
イ

達タ
ツ

之ノ

加カ

筆ヒ
ツ

ヲ
待マ
ツ

而ノ

已ミ

。

　
　
寛
政
八
丙
　

　
辰

冬
十
二
月
吉
旦

�

尾
陽
鷹
士
林
氏
　
光
林

　
右
の
序
文
は
、
光
林
が
『
鷹
鶻
方
』
に
点
注
を
付
す
理
由
に
つ
い
て
説
明
し
た

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鷹
術
書
の
由
来
と
し
て
、
仁
徳
天
皇
の
時
代
に
百
済

国
か
ら「
鷹ヤ

ウ

経
キ
ヤ
ウ

八
十
一
巻カ
ン

并
ニ
鷹タ
カ

ヲ
」奉
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
、そ
の
後
に
ま
た「
六

十
二
巻カ

ン

ノ
書シ
ヨ

」
が
伝
来
し
た
こ
と
を
記
す
。
帝
は
鷹
を
翫
ぶ
こ
と
が
盛
ん
に
な
り
、

さ
ら
に
そ
の
後
、
渤
海
国
か
ら
「
摩マ

訶カ

鷹ヨ
ウ

経
キ
ヤ
ウ

数ス

巻カ
ン

」
が
伝
来
し
た
と
い
う
。
わ

が
国
で
も
鷹
術
に
つ
い
て
古
今
の
例
を
論
じ
選
ん
だ
本
朝
の
鷹
術
書
が
多
く
あ
る

と
言
い
、
た
と
え
ば
「
新シ

ン

修ジ
ユ

鷹ヨ
ウ

経
キ
ヤ
ウ

・
鷹ヨ
ウ

経
キ
ヤ
ウ

辨ベ
ン

疑ギ

論ロ
ン

・
交カ
タ

野ノ

ノ
少セ
ウ

将〳
〵

・
鷹ヨ
ウ

成セ
イ

録ロ
ク

・

菟ウ
ヂ
ド
ノ
ヽ

道
殿
ノ
日ニ
チ

来ラ
イ

記キ

・
持チ

明メ
ウ

院イ
ン

ノ
三サ
ン

考コ
ウ

傳デ
ン

・
定テ
イ

家カ

卿
キ
ヤ
ウ

ノ
鷹ヨ
ウ

歌カ

、
其ソ
ノ

外ホ
カ

家イ
ヘ

々
ノ
傳デ
ン

書シ
ヨ

」

と
い
っ
た
鷹
書
類
が
数
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
存
在
す
る
と
説
明
す
る
。
た
だ
し
、

古
い
鷹
術
書
は
帝
の
御
箱
に
納
ま
っ
て
出
て
こ
な
い
書
物
も
多
い
と
い
う
。
ま
た
、

後
鳥
羽
院
の
時
代
つ
ま
り
源
頼
朝
の
時
代
に
、
鷹
は
武
家
に
伝
来
し
て
代
々
の
将

軍
や
国
主
が
こ
れ
を
翫
ん
だ
。
鷹
に
は
「
三
徳
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
武ブ

備ビ

之ノ

肝カ
ン

要ヨ
ウ

」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
諸
芸
の
業
に
お
い
て
、
古
い
道
理
を
知
ら
な
け
れ

ば
、
そ
れ
は
芸
で
は
な
く
、
古
術
書
を
知
っ
て
い
て
も
業
に
疎
い
と
や
は
り
芸
で

は
な
い
。
道
理
と
業
が
合
体
し
て
そ
の
道
に
達
す
る
の
を
芸
と
す
る
と
い
う
。
さ

ら
に
、「
鷹ヨ

ウ

術
ジ
ユ
ツ

之ノ

大タ
イ

儀ギ

」
は
こ
の
『
鷹
鶻
方
』
を
以
て
知
る
べ
き
で
あ
る
が
、
和

法
に
は
応
じ
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
自
分
は
「
譜フ

代ダ
イ

鷹ヨ
ウ

家カ

」

に
し
て
鷹
術
を
学
ん
だ
の
で
、
後
世
の
「
初シ

ヨ

學ガ
ク

之ノ

人ヒ
ト

」
が
読
み
や
す
く
な
る
よ
う
、

点
注
を
付
し
た
と
い
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
の
加
筆
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
と

述
べ
、
最
後
尾
に
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
年
紀
と
林
光
林
の
名
前
が
見
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
右
の
記
述
の
う
ち
、
鷹
書
の
伝
来
経
緯
や
鷹
の
「
三
徳
」
や
諸
芸

に
関
す
る
説
明
に
つ
い
て
は
、
管
見
に
お
い
て
他
に
類
似
す
る
内
容
が
確
認
で
き

な
い
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
行
す
る
鷹
書
類
（
鷹
和
歌
集
）
を
複
数

列
挙
す
る
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
正
木
通
堯
の
『
標
註
　
漫
詠
鷹

百
首
』
の
序
文
に
も
見
え
、『
定
家
卿
鷹
三
百
首
』
に
つ
い
て
両
書
に
お
い
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
後コ

ウ

世セ
イ

、
初シ
ヨ

學ガ
ク

之ノ

人ヒ
ト

、
見ミ

安ヤ
ス

キ
爲タ
メ

」
に
『
鷹
鶻
方
』
に

点
注
を
付
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
と
い
う
説
明
は
、
同
じ
く
先
に
挙
げ
た
『
巣
鷹

三
十
六
首
』
に
つ
い
て
光
林
が
鷹
和
歌
を
著
し
た
理
由
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
先
述
の
よ
う
に
『
巣
鷹
三
十
六
首
』
の
序
文
に
よ
る
と
そ
れ
は
「
後
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人
鷹
ヲ
ま
な
ぶ
童
子
、
見
や
す
か
ら
ん
為
」
と
さ
れ
、
同
じ
く
跋
文
に
よ
る
と
「
後

世
鷹
術
ヲ
ま
な
ぶ
初
心
の
人
の
手
引
の
た
め
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
光
林
は
、

後
進
へ
の
参
考
書
と
し
て
鷹
書
類
（
鷹
和
歌
）
を
著
作
し
た
、
と
頻
繁
に
主
張
す

る
の
で
あ
る
。
先
に
何
度
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
近
世
期
の
鷹
匠
た
ち
の

鷹
書
制
作
に
お
い
て
普
遍
的
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
光
林
は
特
に
そ
の
姿
勢
が

強
い
と
言
え
よ
う
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
中
世
末
期
以
降
の
武
士
と
関
わ
る
鷹
書
は
、
礼
法
化
し

た
鷹
術
流
派
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
尾
張
藩
の
鷹
匠

で
あ
る
林
氏
は
、
特
定
の
鷹
術
流
派
に
従
事
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
う

い
っ
た
啓
蒙
的
な
鷹
書
を
介
し
て
自
身
の
鷹
術
を
礼
法
的
な
技
芸
と
し
て
構
築
し

て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

　
以
上
に
お
い
て
、
中
世
末
期
以
降
に
実
際
に
鷹
狩
り
に
従
事
し
た
鷹
匠
た
ち
の

文
化
的
営
為
の
産
物
と
し
て
の
鷹
書
類
に
注
目
す
る
立
場
か
ら
、
尾
張
藩
に
仕
え

た
鷹
匠
の
林
氏
と
当
家
に
伝
来
し
た
新
出
の
鷹
匠
文
書
お
よ
び
鷹
書
を
取
り
上
げ

て
そ
の
内
容
を
概
観
し
た
。
当
該
テ
キ
ス
ト
群
に
は
、
特
定
の
鷹
術
流
派
と
関
連

す
る
鷹
書
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
群
書
類
従
の
版
本
や
そ
れ
に
所
収

さ
れ
て
い
る
鷹
書
の
写
本
な
ど
が
複
数
冊
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
一
の
特

徴
と
し
て
「
群
書
類
従
」
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
指
摘
で
き
る
。
次
い
で
、
そ

の
ほ
か
の
特
徴
と
し
て
は
、
後
進
た
ち
へ
の
鷹
術
の
手
引
書
と
し
て
自
身
で
著
し

た
鷹
書
（
鷹
和
歌
）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
手

引
書
的
な
内
容
を
持
つ
鷹
書
類
は
、
鷹
術
を
教
養
と
し
て
扱
う
一
因
と
な
っ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
流
派
と
は
異
な
る
手
法
で
、
鷹
狩
り
を

礼
法
化
す
る
役
割
を
担
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
近
世
期
に

鷹
匠
が
制
作
し
た
鷹
書
が
有
し
た
多
彩
な
意
義
の
一
端
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て

重
要
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

【
注
】

（
１�

）
二
本
松
泰
子
『
中
世
鷹
書
の
文
化
伝
承
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
一
年
二

月
）、
三
保
忠
夫
『
鷹
書
の
研
究
―
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
を
中
心
に
（
上
冊
）

―
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
六
年
二
月
）、
三
保
忠
夫
『
鷹
書
の
研
究
―
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
本
を
中
心
に
（
下
冊
）
―
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
六
年
二
月
）

二
本
松
泰
子
『
鷹
書
と
鷹
術
流
派
の
系
譜
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
八
年

二
月
）
等
参
照
。

（
２�

）
二
本
松
泰
子
『
鷹
書
と
鷹
術
流
派
の
系
譜
』
参
照
。

（
３�

）
二
本
松
泰
子
『
鷹
書
と
鷹
術
流
派
の
系
譜
』
第
四
編
「
鷹
匠
と
乖
離
し
た

流
派
・
無
流
派
の
鷹
匠
」
参
照
。

（
４�

）
注
（
１
）
参
照
。

（
５�

）
二
本
松
泰
子
『
鷹
書
と
鷹
術
流
派
の
系
譜
』
第
四
編
「
鷹
匠
と
乖
離
し
た

流
派
・
無
流
派
の
鷹
匠
」
第
一
章
「
礼
法
家
に
よ
る
鷹
術
流
派
の
創
作
―
小

笠
原
流
の
鷹
書
―
」
等
参
照
。

（
６�
）『
寛
永
諸
家
系
圖
傳
　
二
』「
清
和
源
氏
義
光
流
　
庚
一
　
山
本
福
村
」（『
寛

永
諸
家
系
圖
傳
　
一
』、
太
田
資
宗
他
編
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八

九
年
十
二
月
）
参
照
。

（
７�

）『
近
江
人
物
志
』「
徳
川
時
代
中
期
」（
滋
賀
県
教
育
会
編
、
臨
川
書
店
、
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一
九
一
七
年
十
一
月
）、『
国
書
人
名
辞
典
　
第
四
巻
』（
市
古
貞
次
編
、
岩

波
書
店
、
一
九
九
八
年
十
一
月
）
参
照
。

【
付
記
】

　
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
引
用
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た

宮
内
庁
書
陵
部
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、本
研
究
は
、JSPS
科
研
費JP19K

00325

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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Abstract
　The�Hayashi�family�was�one�of�the�families�that�served�the�Owari�clan�as�falconers�

in�the�Edo�period.�Recently,�new�documents�and�books�on�falconry��passed�down�in�

this� family�have�been�discovered.� In�this�paper,� these�findings�are� introduced�and�

the�necessary�information�is�gathered�to�understand�the�actual�circumstances�of�the�

falconers�who�served�for�various�clans�and�carried�out� their�activities�during�the�

early�modern�period.� Information� that�helps� to�clarify� the�cultural� role� falconers�

played� is� also�presented.�Specifically,� this�paper� focuses�on� the�guidebook�on�

falconry�for�beginners,��one�of�the�types�of�literature�on�falconry�passed�down�in�the�

Hayashi� family,�and�analyzes�this� text.�This�guidebook�was�written�by�Mitsushige�

Hayashi,� a� falconer�who�served� the�Owari� clan� in� the� late� 18th�and�early� 19th�

centuries,��evidently�to�convey�the�knowledge�of�falconry�as�a�kind�of�education�for�

enlightenment.�This�suggests�that�thank�to�such�kind�of� literature�falconers�wrote,�

falconry�may�have�developed�into�an�educational�culture�for�samurai.


